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1. 目的 

Web アプリケーションの一般化・高度化により, 

Ajax という技術が欠かせないものになっている.  

しかし, Ajax を用いた Web アプリケーション

には, サーバサイドのプログラムを記述した流

れ通りに実行できないなどの問題点が存在する.  

本研究は, これらの問題を解決するために, 開

発者を支援するためのフレームワークを提案す

ることを目的とする. サーバサイドのプログラ

ムを分かりやすくするために, セッション全体

をひとまとまりの処理として扱い, そのセッシ

ョン中の処理を直感的に実際の流れ通りに書け

るようにすることを目指す. 本稿では, この流

れ通りに書けることをフロー記述と呼ぶ. 

2. 研究の背景 

本研究に関連する既存の研究として，Ajax アプ

リケーションをサーバサイドのプログラミング

のみで Java GUI を作成する感覚で記述すること

ができる研究，GUI アプリケーションにおいて, 

一連のイベント処理をフロー記述できるように

する研究[2]，クライアント側の JavaScript を

自動生成し, サーバ側のみのフロー記述によっ

て Ajax アプリケーションを作成する研究[3] な

どがある．本研究では, Akka Actor の機能を用

いるために , Scala をベースにした Play 

Frameworkでのフレームワークを実現する． 

3. Webシステムの問題点とフロー記述 

Web アプリケーションでは，HTTP 通信の特性に

より, クライアントから見て一連の流れを持つ

同一セッションの処理でも,基本的に, クライア

ントからのリクエスト毎に接続と切断を繰り返

す点である. 図 1のように, サーバとクライア

ントの通信は全て独立していて, サーバサイド

ではどのクライアントから何回目のリクエスト

を受け取ったかという情報は持たない. 

 

 

 

 

 

 

 
図 1 HTTP 通信 

これを解決するためには, セッションごとに状

態を管理し，セッションの状態によってアクセ

スするプログラムを振り分け，プログラムを複

数箇所に記述することになるが, これでは全体

の流れが掴みにくい(図 2). 

 
図 2 従来の Web アプリケーションプログラミン

グ 

そこで, プログラムの計算の続きをデータと

して保存しておき, 後からその情報を呼び出し

て, 続きから処理を再開できるようにすること

で, 例えば図 3のようなプログラミングが可能

となる.  

 
図 3 フロー記述のプログラムの例 

4. Play Frameworkと Akka 

Play Framework(以下 Play)は, Scala を扱うこ
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とができる Web アプリケーションフレームワー

クである. 最新版の Play2.2 では, Java, Scala, 

そして Akka をネイティブにサポートしている. 

Akka は Scala に統合されたフレームワークであ

り, 耐障害性や負荷分散機能を持つ. Akka には, 

Akka Actor という機能が搭載されている. Akka 

Actor の最大の特徴はメッセージパッシングであ

る. Akka Actor はそれぞれにメッセージキュー

を持ち, 受け取ったメッセージの蓄積や, まと

めての処理が可能である. 

5. 提案フレームワークとフロー記述実装 

本研究のフレームワークの概要図は図 4のよう

になる. ここでのワークフローとは, Web アプリ

ケーションの処理が流れ通りに書いてあるプロ

グラム本体のことである.まず, サーバサイドで

クライアントからのリクエストとセッション情

報を受け取ると, クライアントごとに Akka 

Actor を生成し, 受け取った情報を対応する

Akka Actor のメッセージキューに格納する. ワ

ークフローが実行される際に, メッセージキュ

ーの中身を適宜取り出して処理を行う. そして, 

その処理の結果からクライアントサイドへと返

すプログラムを生成する.  

 
図 4 フレームワークの概要 

フロー記述の実装にあたって, 実際の内部構

造は図 5のようになった. クライアントごとに

生成した Akka Actor を制御するための Akka 

Actor を追加した. ここでは, クライアントごと

の Akka Actor を seqActor, seqActor を制御す

る Akka Actor を callActor, ワークフローを

Seq としている.  

 
図 5 フレームワークの内部構造 

フロー記述の実現のために, 文の集合体である

seq 文, ifThenElse 文, while の役割を持つ

seqWhile 文を用いて制御構文を作成する.具体的

には, seq, ifThenElse, seqWhile の各クラスと, 

ページを更新する文を格納するための show クラ

スを作成し, これらのクラスに exec メソッドを

持たせる. exec メソッドは実行時に呼び出され

る. これらのクラスはすべて Stmt 型であり, そ

の要素も Stmt型とする. 

6. 評価 

設定ファイルなどを除いた, 提案手法の実装の

際に記述したコード量と, 開発者が記述するコ

ード量を比較した結果を表 1に，提案手法の実

装の際に書き換えたファイル数と, 開発者が書

き換えるファイル数を表 2に示す. 

表 1 コード量(Byte) 

提案手法 従来手法 

総サイズ 記述サイズ 総サイズ 記述サイズ 

9947 2103 5892 5150 

表 2 ファイル数 

提案手法 従来手法 

総ファ

イル数 

記述ファイ

ル数 

総ファイ

ル数 

記述ファイ

ル数 

3 2 7 7 

Intel Core i7 870 (4GB RAM)上の Windows7 

Professiional で，サーバ側でリクエストを返す

際の実行時間を表 3に示す． 

表 3 実行時間 

(msec) 提案手法 従来手法 

ログイン→ログイン 6.26 2.52 

ログイン→商品選択 7.00 2.51 

商品選択→購入確認 7.13 1.55 

商品選択→購入完了 7.82 0.84 

購入確認→購入完了 6.50 1.55 

平均 6.94 1.80 

実用的な範囲での実行時間の増加と引き換えに，

記述量の大幅な削減が得られている． 
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